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新型インフルエンザワクチンの接種後の副反応報告において、死亡事例が報

告されたため、情報提供します。本死亡事例について、主治医は、もともとの病気

の悪化により死亡し、ワクチン接種が原因とは考えていないとしています。今後、

念のため、専門家による検討を速やかに行い、ワクチン接種の安全性を評価す

る予定です。 
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 新型インフルエンザワクチンの接種後の副反応報告において、死亡事例が報告されたた

め、情報提供します。本死亡事例について、主治医は、ワクチン接種が原因で死亡したもの

とは考えていないが接種後に起きたことなので報告したとしています。今後、専門家による

検討を速やかに行い、ワクチン接種の安全性を評価する予定です。 

  

１．報告内容 

(1)  経緯 

平成２１年１１月１６日午後１９時半頃、新型インフルエンザワクチン接種後の副

反応報告書において、死亡事例の報告があった。 

(2)  事例 

８０歳代の女性。間質性肺炎※１、心不全及び肺性心※２を基礎疾患とする患者。 

基礎疾患のため、在宅で酸素を吸入しながら療法を受けていた。11 月 10 日午後１時

に往診にて新型インフルエンザワクチンを接種。同日の深夜０時頃に家族が、トイレ

へ行く途中の廊下で転倒していたところを発見。呼吸が苦しい様子だったので、病院

に救急搬送された。呼吸は一旦改善したが、間質性肺炎の悪化により死亡した。 

※１ 間質性肺炎： 肺の内部を支える組織が炎症を起こし、呼吸が困難になる肺炎の一種。 

※２ 肺性心：   肺の病気が原因で、心臓から肺への血液の流れが悪くなることにより

心臓に負担がかかり、心臓の働きが低下する病気。 

(3) 接種されたワクチンについて 

   デンカ生研 S2-A 

(4) 接種時までの治療等の状況 

間質性肺炎、心不全及び肺性心の治療のため、在宅で酸素吸入を行うとともに、薬物

療法を受けていた。７月以降、主治医が定期的に往診をしていた。 

２．ワクチン接種との因果関係 

主治医は、もともとの病気（間質性肺炎）の悪化により死亡し、ワクチン接種が原因で

死亡したものとは考えていないが、接種後に起きたことなので報告したとしている。 

また、10 月 6 日に季節性インフルエンザワクチンを、10 月 27 日に肺炎球菌ワクチンを

接種しており、この際にも特に副反応が認められていなかった。 

３．今後の対応 

基礎疾患を有する人に対する接種が始まっているところであり、基礎疾患による病状や

死亡も含めて報告されることがある。専門家により、本死亡事例についての接種との因果

関係評価を速やかに行い、情報提供していきたい。 


